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老
人
福
祉
対
策
事
業
と
し
て
¥
町
で

は
¥
各
種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
¥
今
年
度
か
ら

J
人
暮

ら
し
老
人
給
金
サ
ー
ビ
ス
事
業
し
を
始

め
¥
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
ま

し
だ
。こ
の
事
業
拡
¥
加
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
方
〈
該
当
者
却
人
)
を
対
象
に

信
用
ペ
i
Eの
訪
問
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
に
よ
り
¥
お
年
寄
り
の
孤
独
感

を
解
消
し
だ
り
¥
食
事
の
正
し
い
取
り

万
の
指
導
と
健
康
状
況
の
確
認
も
兼
ね

て
い
る
も
の
で
す
。

第

?
E
Eは
¥
去
る

5
月
8
B
に
行

わ
れ
¥
老
人
憩
い
の
家
の
食
堂
で
3
人

の
調
理
師
さ
ん
ガ
¥
栄
養
一
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
だ
お
年
寄
り
向
き
に
工
夫
を
凝

ら
し
¥
愛
構
を
込
め
て
調
理
し
た
あ
弁

当
ガ
出
来
あ
ガ
り
ま
し
た
。

出
来
立
て
の
お
弁
当
を
持
つ
だ
家
庭

奉
仕
員
と
老
人
憩
い
の
家
の
職
員
ガ
¥

明
内
を

3
班
に
手
分
け
し
て
お
年
寄
り

宅
に
向
か
い
ま
し
た
。

J
の
弁
当
で
ー
す
し
と
¥
こ
の
給
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
趣
旨
を
説
明
し
て
手

渡
す
と
¥
寸
あ
り
ガ
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
す
O
L

と
何
震
も
お

礼
の
一
一
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
定
。

さ
ら
に
¥
家
庭
奉
仕
員
か
ら
¥
寸
す

ぐ
に
食
べ
て
下
さ
い
¥
食
べ
残
し
は
後

で
食
べ
な
い
で
下
さ
い
等
し
食
中
毒
を

起
こ
さ
な
い
南
に
注
意
を
し
た
後
¥
体

の
様
子
な
ど
山
温
ま
る
お
話
を
し
て
い

ヰ
ふ

iν
台

ι
。

こ
の
事
業
に
あ
た
っ
て
は
¥
該
当
者

の
謂
査
と
会
事
の
あ
と
の
様
子
な
ど
を

各
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
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結
禽
サ
ー
ビ
ス
の
日

験
配
達
へ
出
発
す
る
家
庭
奉
仕
員
さ
ん

&患わぬ給食サービスに大喜び/

必手ぎわよく盛りつけられるお弁当

ホ
タ
ル
は
夏
の
夜
の
風
物
詩
と
し

て
、
普
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ひ
と
こ
ろ
は
農
薬
や
水
質

汚
濁
の
影
響
で
、
ほ
と
ん
ど
免
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
最
近
は
地
域
住
民
の
努

力
で
、
各
地
で
ホ
タ
ル
復
活
の
う
れ

し
い
話
題
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
環
境
庁
が
一
昨
年
に
選
定
し
た

「
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
申
点
(
小
動
物

生
息
地
環
境
保
全
地
域
)
は
、
ト
ン

ボ
、
チ
ョ
ウ
な
ど
の
身
近
な
小
動
物

を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の

半
数
近
く
が
ホ
タ
ル
の
里
で
す
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
ホ
タ
ル
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
の
催
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
、
第
三
回
の
ホ
タ
ル
サ
ミ
ッ

ト
が
開
か
れ
る
宮
城
県
東
和
町
に

は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
源
氏
ボ
タ
ル
の
生
息
地
が
あ

り
ま
す
。
町
で
は
川
の
清
掃
、
幼
虫

の
放
流
、
ホ
タ
ル
の
捕
獲
防
止
な
ど

に
努
め
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
は
、
環
境
を
守
る
た
め
の

一
つ
の

H

目
印
u

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
き
れ
い
な
水
が
な
け
れ
ば
、
ホ

タ
ル
は
生
き
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

ホ
タ
ル
の
光
は
、
か
環
境
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
ラ
ン
プ
。
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
、
っ
か
。

あ
な
た
の
地
域
で
は
、
ホ
タ
ル
を

見
か
け
ま
す
か
?

と
こ
ろ
で
、
毎
年
六
月
五
日
は

「
世
界
環
境
デ

l
L
で
す
。
こ
の
日

か
ら
一
週
間
が
環
境
週
間
で
す
が
、

今
年
は
、
環
境
庁
が
発
足
し
て
二
十

年
に
当
た
る
の
で
、
六
月
を
中
心
と

す
る
約
一
か
月

間
を
、
「
環
境
月

間
」
と
し
て
い

ま
す
。
テ
!
?

は
、
「
環
境
に
や

さ
し
い
暮
ら
し

と
社
会
を
求
め

て
」
で
す
。
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《
ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

磯
浜
小
学
校
小
野
瀬
美
帆
、
久
保
木

祐
介
、
坂
本
美
保
子
、
大
川
雅
代
、
三

浦
由
成
、
出
名
辺
聖
子
、
念
持
さ
や
か
、

内
禁
明
子
、
佐
久
間
詠
子
、
大
川
典
子
、

前
家
由
貴
子
、
佐
谷
一
戸
慶
子

祝
町
小
学
校
田
口
裕
之
、
久
保
田
一
先
、

坂
口
夜
己

大
賞
小
学
校
関
根
範
子
、
小
野
瀬
並

弥
、
斉
藤
千
加
子
、
荻
渇
直
樹
、
石
田

実
子
、
加
藤
真
弓

夏
海
小
学
校
亀
山
裕
美
、
佐
々
川
将

之
、
米
川
川
尚
秀

第
一
中
学
校
間
口
佐
智
子
、
福
地
千

恵
、
赤
津
利
佳
、
佐
久
間
綾
子
、
田
山

徹
哉
、
坂
本
亜
希
子
、
菊
川
智
子
、
花

水
亜
希
子

t'¥ 

一
滴
の
水
も
地
諜
の
贈
ワ
物

水
道
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と

文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
、
え
る
重
要
な

施
設
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会
的
、
経
済

的
な
諸
活
動
を
営
む
、
?
え
で
不
可
欠
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
幻
世
紀
に
向
け
て
高
水
準
の

水
道
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
又
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
全
で
お
い
し
い

水
を
み
な
さ
ん
の
{
杢
胞
に
お
と
ど
け
す

る
為
、
い
ろ
い
ろ
な
織
設
と
入
手
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
水
道
に
つ
い

て
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
呂
的
に
水
道
週

間
に
ち
な
ん
で
、
町
内
の
小
・
中
学
校

の
児
拍
車
一
生
徒
か
ら
水
道
に
関
す
る
作
品

の
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

作
品
の
展
示
は
、
期
間
中
に
町
内
の

各
銀
行
、
郵
便
局
、
漁
協
、
農
協
や
役

場
等
で
展
示
を
行
な
い
ま
す
。

入
選
者
は
、
次
の
通
り
で
す
。

らあおお

磯
浜
小
・
五
年
田
名
辺
聖
子
さ
ん
の
作
品

王子成3年6fl 5日

南
ム
中
学
校
小
野
瀬
永
子
、
杉
山
剛
、

米
川
宏
晃
、
板
橋
英
仁
、
七
川
優
子

〈
標
語
の
部
〉

磯
浜
小
学
校
桜
井
裕
美
、
平
戸
達
也
、

関
知
哉
、
学
野
壮
一
郎
、
中
村
泰
幸
、

猿
沼
喬
子
、
井
関
よ
し
子
、
遠
藤
健
一
、

古
川
久
美
、
青
山
哲
也
、
西
村
綾
、
野

口
拓
也

祝
町
小
学
校
鈴
木
玲
子
、
伊
藤
伸
子
、

坂
口
直
己

大
貫
小
学
校
高
橋
美
由
紀
、
森
沼
千

夏
、
大
内
竜
也
、
小
橋
夕
子
、
加
藤
真

弓
、
渡
辺
貴
裕

夏
海
小
学
校
岩
崎
梨
沙
、
小
野
閏
新
、

関
克
則

第
一
中
学
校
名
誉
愛
、
関
根
由
子
、

関
根
美
奈
、
川
上
由
利
子
、
高
丸
暢
子
、

荻
沼
理
恵
、
綿
引
学
、
清
水
香
織

南
中
学
校
井
上
竜
生
、
米
川
宏
晃
、

小
野
瀬
敏
宏
、
深
作
満
由
美
、
水
谷
真

理
〈
書
道
の
部
〉

磯
浜
小
学
校
照
汚
奈
緒
美
、
高
須
彩
、

梅
橋
義
徳
、
金
沢
ま
さ
る
、
金
子
未
幸
、

五
十
畑
有
子
、
関
根
祥
子
、
高
瀬
裕
美
、

清
水
大
輔
、
椿
山
真
裕
子
、
塚
原
直
子
、

大
山
真
理
佳

大
貫
小
学
校
小
野
瀬
き
と
る
、
久
野

友
和
、
鴨
川
美
保
、
増
田
貴
樹
、
長
谷

川
浩
子
、
間
部
国
美
希

祝
町
小
学
校
飛
回
勲
、
鈴
木
優
子
、

平
真
那
美

夏
海
小
学
校
米
川
莱
利
、
亀
山
美
佳
、

江
橋
美
香

第
一
中
学
校
関
根
出
子
、
皆
藤
春
美
、

大
久
保
佳
子
、
佐
久
間
朋
子
、
上
山
悠

子
、
永
浜
聖
子
、
平
ま
ど
か
、
関
根
恵
子

南
中
学
校
平
山
伎
奈
、
井
川
朋
子
、

小
嶋
る
み
こ
、
細
野
谷
昌
子
、
関
根
伸
江

(膏少年問題の相談窓口〉平
成
3
年
度
大
洗
町
車
問
少
年
相
談
員

が
新
た
に
却
名
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
は
、
日
明
か
ら
地
域

青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
の
た

め
の
檎
導
活
動
及
ぴ
青
少
年
の
住
み
良

い
社
会
環
境
づ
く
り
に
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。青
少
年
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
各

地
区
に
青
少
年
相
談
員
が
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
栢
談
下
さ
い
。
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す
べ
て
の
児
童
は
、
両
親
の
優
し
い

愛
情
の
も
と
で
健
や
か
に
育
て
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
幸
に
し
て
父

親
と
生
活
を
と
も
に
で
き
な
い
児
支
の

生
活
の
安
定
を
居
る
こ
と
は
、
児
支
が

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
す
。
児
童
扶
養
手
当

は
、
こ
の
よ
う
な
呂
的
を
も
っ
て
設
け

ら
れ
て
い
る
制
度
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
次
に
掲

げ
る
事
項
(
支
給
要
件
と
い
い
ま
す
)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
は
歳
未
満
の

児
叢
(
身
体
又
は
精
神
に
障
害
の
あ
る

場
合
は
叩
歳
未
満
の
児
童
)
で
す
。

ω
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

ω
父
が
死
亡
し
た
児
童

ω
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

川
間
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
章
一

同
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児

童
山
間
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

的
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
(
父
が
認
知
し
た
児
童
は
除
き
ま

す
。
)

附
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎

し
た
当
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児

童

。
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

ω
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き

ω
児
童
が
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
、
又
は
こ
れ
ら
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
受
給

資
格
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、

こ
の
給
付
の
事
由
が
発
生
し
た
白
か

ら
6
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

ω
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年

金
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と

き。ω
児
童
が
児
憲
一
一
福
祉
法
上
の
国
十
一
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
と
き
。

同
児
童
が
父
と
生
計
を
閉
じ
く
し
て

い
る
と
き
。

附
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ

て
い
る
と
き
o

m
児
童
が
児
支
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
な
ど
受
給
資
格
者
が
養
育
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
。

。
手
当
の
額

対
象
児
童
の
数
に
応
じ
て
、
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
受
給
者
の
所
得
に

よ
り
手
当
額
一
部
が
停
止
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

。
一
人
の
と
き

月
額
3
万
7
千
円

。
二
人
の
と
き

4
万
2
千
円

。
一
二
人
以
上
の
と
き
は
、
一
二
人
以
上

の
児
叢
一
人
に
つ
き
、

2
千
円
を
加

算
し
た
額

身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
る
児
支
も

一
般
の
児
童
と
同
様
、
両
親
の
愛
情
に

は
ぐ
く
ま
れ
な
が
ら
家
族
と
共
に
生
活

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
睦
寄
の
あ
る
児

童
が
{
杢
足
で
介
護
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
父
母
及
ぴ
護
育
者
に
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

精
神
的
・
経
済
的
な
労
苦
に
報
い
よ
う

と
設
け
ら
れ
た
の
が
「
特
別
児
童
扶
養

手
当
」
で
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
印
歳
未

満
の
児
童
で
、
判
別
表
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

。
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

対
象
児
支
が
克
葉
福
祉
施
設
、
身
体

障
害
者
更
生
施
設
、
精
神
薄
弱
者
援
護

施
設
等
に
入
所
(
た
だ
し
自
宅
か
ら
通

園
し
て
い
る
場
合
は
除
く
)
し
て
る
と

長
口
。。
手
当
の
額

ω
特
別
児
蒙
扶
養
手
当
1
級

4
万
4
千

9
百
円

凶
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

2
万

9
千

9
百
3
拾
円

〈
受
付
窓
口
〉

児
童
扶
養
手
当
及
ぴ
特
別
児
支
扶
養

手
当
の
請
求
は
役
場
厚
生
課
福
祉
係
で

受
付
け
て
い
ま
す
。

特別見童扶養手当 1級 特別児童扶養手当 2級

1 .身体障害者手帳のおおむね l級・ 1 .身体障害者手i援のおおむね3級程

童児 2級程度に該当するもの(内部的疾 度(下肢障害について 4級の 1部を

σ1 患を含む) 含む)に該当するもの(内部的疾患

障害 を含む)

の 2 療育手帳の総合判定が③ .A程度
手i主口
の精神薄弱又は同程度の精神障筈の 2.療育予i陵の総合判定がB程度の精

度
もの 神簿弱又は伺程度の精神障筈のもの

。
鞠
舗
の
上
昇
に
あ
わ
せ

年
金
額
、
か
ア
ッ
ブ

ー
平
成

3
年
4
月
か
ら

i

一
一
一
@
一
覧

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
/
今
年
も
四
月
か
ら
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
金
額
の
「
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
物
価
の
上
昇
に
あ
わ
せ
て
年
金
額
を
改
善
す
る
た
め
、
「
全

国
消
費
者
物
価
指
数
」
の
変
動
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
す
る
仕
組
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
新
し
い
年
金
額
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
、
六
月
支
払
い
分
か
ら
お
受
け
取

り
で
き
ま
す
。

年
金
額
比
較
表

言{ 福キ年金止
子

震基年金
礎主障基主i芸?品

子 母 障 5 10 冨

/ 
( 

σ〕 2 1 σコ 子 2 1 害 年 王手
民金年

力算手日王 級 級 力算有目 年 級 級 年 主手 年
} 

年金 金 金 金 金

3 8 6 8 6 8 6 8 3 4 
4 7 8 5 8 7 8 5 5 1 年 3平
8 7 1 1 1 7 1 1 2 3 月成、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

6 7 3 6 3 7 3 6 3 9 客員
ま3。 。 。。 。 。 。。 。。 で年。 。 。。 。 。 。。 。。円

3 9 7 8 7 9 7 8 3 4 
5 。 。7 。 。 。7 6 2 年
9 4 2 7 2 4 2 7 3 6 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 平

2 4 。5 。 4 。5 。5 額
成。 。 。。 。 。 。。 。。 3 。 。 。。 。 。 。。 。。円 年
4 

2 7 5 7 5 7 5 7 3 3 月
9 5 8 3 8 5 8 3 。5 月 色、、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

9 3 5 1 5 3 5 1 2 5 ら

3 6 。2 。 6 。2 5 4 額
3 7 。5 。 7 。5 。2 円
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品

弘、

数

時

4

円

L

秋
篠
宮
殿
下
が
去
る
5
月
1
日
(
水
)

来
町
し
、
大
洗
水
族
館
を
ご
視
察
さ
れ

ま
し
た
。
殿
下
は
、
こ
の
日
よ
り
水
戸
市
の
ボ

ン
ベ
ル
タ
伊
勢
甚
水
戸
底
で
関
か
れ
る

「
世
界
の
鳥
展
」
(
茨
城
新
聞
社
、
主
催
)
の

開
会
式
典
に
ご
出
席
し
た
あ
と
、
日
本

動
物
関
水
族
館
協
会
総
裁
と
し
て
大
洗

水
族
館
を
視
察
し
た
も
の
で
す
。

竹
内
町
長
、
和
国
議
会
議
長
、
大
洗

水
族
銭
関
係
者
が
お
出
迎
え
、
殿
下
を

らあおお(3)第234号

一
目
見
ょ
う
と
集
ま
っ
た
大
勢
の
観
光

客
の
大
き
な
歓
声
を
受
け
な
が
ら
ご
入

館
な
さ
れ
ま
し
た
。

館
長
室
で
は
、
竹
内
町
長
、
水
族
館

関
係
者
と
ご
懇
談
の
後
、
荘
司
栄
一
館

長
の
案
内
で
温
帯
系
、
実
、
帯
系
、
熱
帯

系
別
の
魚
類
、
続
い
て
カ
ン
パ
チ
、
ス

ズ
キ
、
シ
マ
ア
ジ
、
マ
ダ
イ
な
ど
の
田

遊
水
槽
で
マ
リ
ン
ガ

i
ル
が
餌
づ
け
す

る
の
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ナ
マ
ズ
の
研
究
を
な
き
っ
て

い
る
殿
下
は
、
淡
水
魚
コ
ー
ナ
ー
で
は

特
に
興
味
を
一
石
さ
れ
、
荘
司
館
長
に
熱

心
に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ジ
マ
ス
の
水
槽
で
は
、
白
か
ら
魚

に
鰐
を
与
え
る
な
ど
の
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。さ
ら
に
、
イ
ル
カ
・
ア
シ
カ
シ
ョ
ー

ホ

l
ル
で
イ
ル
カ
の
訓
練
を
ご
覧
に
な

り
満
足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

ご
視
察
を
終
え
た
殿
下
を
玄
関
で
見

送
っ
た
竹
内
町
長
は
、
「
第
8
回
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
に
紀
宮
清
子

内
親
王
殿
下
ご
臨
席
の
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
し
た
。

大
勢
の
お
見
送
り
の
中
を
、
き
わ
や

か
な
笑
顔
を
残
し
て
水
族
館
を
お
立
ち

に
な
り
ま
し
た
。

県
政
と
の
パ
イ
プ
役

県
政
モ
一
一
タ
i
選
同
地
れ
る

祭
政
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
茨
城
県
で

は
沼
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
毎
年
委
端
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
3
年
度
大
洗
町
か
ら
、
磯
浜
町

の
水
谷
照
子
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

1
年
間
県
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
書
類

に
回
答
し
た
り
、
会
議
に
出
席
し
意
見

や
要
望
を
述
べ
た
り
、
皆
さ
ん
と
県
を

結
ぶ
大
事
な
パ
イ
プ
役
と
し
て
県
政
の

推
進
に
お
骨
折
り
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

花
吹
雪
の
中

z
z
z

宙
岡
隼
脅
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
開
か
れ
る

去
る
4
月
比
白
、
大
洗
町
老
人
憩
の

家
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
コ

i
ト
で
、
第
8
回

大
洗
町
高
年
者
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ゲ
!
ト
ボ
ー
ル
を
通

し
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
と
相

互
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

8
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

町
内
単
位
高
年
者
ク
ラ
ブ
代
表
団

チ
ー
ム
1
1
4
名
が
集
ま
り
、
開
会
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
た
後
、
ブ
ロ
ッ
ク

毎
に
分
か
れ
て
、
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま

安
全
を
願
っ
て
Z
2
2

岳
@
器
包
同
協
盆
包
闇
奥
田

を
章
一
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
警
察
・
交
通
安
全
対
策

協
議
会
・
交
通
安
全
協
会
・
母
の
会
・

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
の
協
力
に
よ

り
、
街
頭
で
の
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
・

チ
ラ
シ
等
の
手
渡
し
、
子
供
達
の
通
学

時
に
お
け
る
立
哨
指
導
・
車
両
パ
レ
ー

ド
に
よ
る
町
内
広
報
活
動
・
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
街
頭
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
お

し
た
。桜
吹
雪
の
中
で
、
熱
い
戦
い
が
展
開

さ
れ
、
得
失
点
差
に
よ
り
順
位
が
決
ま

る
ブ
ロ
ッ
ク
も
あ
り
、
各
チ
i
ム
と
も
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、

4
月
初
日

に
行
わ
れ
、
緑
寿
会
・
大
蔵
会
・
と
き

わ
会
・
旭
会
・
白
梅
会
・
永
寿
会
B
の

6
チ
i
ム
が
勝
ち
進
み
、
繰
寿
会
と
永

寿
会
B
の
簡
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
永

寿
会
B
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
の
永
寿
会
n
p
と
準
優
勝
の
緑
券

会
の
皆
さ
ん
は
水
一
戸
地
区
大
会
へ
出
場

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
の
御
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

しも

郡
那
覇
轄
灘
旗
争
奪
戦
車
内
子
韓
野
隷
決
金
三
i

u

J

A

h

第
一
中
学
校
野
球
部
一
が
準
優
勝
γ

第
4
回
・
飛
田
穂
洲
旗
争
奪
戦
中
学
が
選
抜
さ
れ
、
当
前
か
ら
は
第
一
中
学

校
野
球
大
会
が
、
去
る
5
月
3
日・

4

校
野
球
部
(
監
督
川
俣
智
先
生
)
が
選
ば

日
の
両
日
に
常
澄
村
の
総
合
運
動
公
園
れ
ま
し
た
。

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

初

日

の

1
回
戦
は
、
笠
原
中
学
校
と

こ
の
大
会
は
、
飛
田
穏
洲
先
生
の
ご
対
戦
、

7
対
0
の
5
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
、

遺
徳
を
偲
ぴ
、
中
学
生
の
心
身
と
も
に

2
回
戦
は
、

2
対
0
で
笠
間
中
学
校
を

健
全
な
人
間
づ
く
り
を
目
的
に
行
っ
て
破
り
ま
し
た
。

い
る
も
の
で
、
県
内
の
強
豪
日
チ
l
ム

5
月
4
日
に
は
、
準
決
勝
戦
が
行
わ
れ

明
光
中
学
校
と
対
戦
し
て
、

8
対
1
で

6
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
、
決
勝
戦
に
駒
を

す
す
め
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
那
珂
問
中
と
対
戦
、
両

チ
i
ム
譲
ら
ず
投
手
戦
と
な
り
延
長
日

間
0
対
0
で
決
着
が
付
か
ず
、
特
別
ル

ー
ル
で
行
い
、
羽
田
に
一
中
が
1
点
を

先
取
得
点
し
ま
し
た
が
、
そ
の
裏
に
2

点
を
取
ら
れ
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
戦
う
精
神
力

や
忍
耐
力
な
ど
尊
い
物
を
勝
ち
取
る
事

が
出
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

後

藤

亀

泉

選

花
散
る
日
訪
ね
し
坂
の
阜
雲
寺

明
神
町
小
松
崎
十
吉

〔
評
)
戦
闘
の
初
期
、
車
奔
よ
り
身

を
興
し
て
小
田
原
城
に
矯
蔚
し
、
関

東
一
円
を
韓
関
し
た
一
代
の
風
雲
児
・

北
篠
田
T

雲
の
菩
提
寺
が
箱
根
の
坂
に

あ
る
。
早
雲
寺
と
一
言
、
7
0

紛
々
の
落

花
を
浴
び
て
坂
を
遁
遥
す
る
時
、
胸

中
の
想
は
五
百
年
を
遡
っ
て
早
雲
と

共
に
在
る
。

新
緑
に
目
を
遊
ば
せ
て
ゐ
る
電
話

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
新
繰
に
包
ま
れ
た
電
話
ボ
ッ

ク
ス
で
の
通
話
。
そ
れ
も
一
層
の
凝

ら
な
い
会
話
な
の
だ
。
耳
は
会
話

を
楽
し
み
、
自
は
新
緑
を
楽
し
ん
で

い
る
。

漫
画
よ
む
児
ら
の
静
け
さ
春
短
陣
地

大

賞

白

山

佳

男

〔
評
〕
漫
画
を
読
ん
で
い
る
時
は
お

と
な
し
い
児
達
で
あ
る
。
お
蔭
で
こ

ち
ら
は
、
ゆ
っ
く
り
テ
レ
ビ
が
楽
し

め
る
の
だ
。

杵
の
音
の
止
み
て
庖
き
し
蓬
餅

夏

海

大

賞

千

代

子

〔
評
〕
お
隣
り
で
餅
を
掲
く
音
が
し

て
い
る
。
開
く
と
も
な
く
耳
に
入
っ

て
い
た
杵
音
が
、
止
ん
だ
な
と
思
う

間
も
な
く
、
来
日
り
高
い
蓬
餅
が
届
け

ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

朝
日
さ
す
飾
兜
の
た
く
ま
し
き

桜

道

真

尽

静

子

〔
評
〕
た
く
ま
し
く
育
て
よ
と
の
願

を
こ
め
た
大
兜
が
、
端
午
の
朝
日
を

受
け
て
燦
然
と
輝
く
。
党
も
た
く
ま

し
く
、
兜
も
た
く
ま
し
く
。

病
む
婦
の
気
に
し
て
を
り
し
田
私
権
、
つ
る

明

神

町

田

中

勝

枝

〔
評
〕
田
植
ど
き
、
病
床
に
つ
い
た

姉
に
替
っ
て
回
を
植
え
て
い
る
。
心

置
き
な
く
姉
に
療
養
し
て
貫
い
た
い

の
で
あ
る
。

Q
M
 

ふ
る
雨
に
こ
う
べ
重
た
き
白
牡
丹

祝

町

今

川

良

〔
評
)
今
を
盛
り
と
咲
く
庭
の

8
牡

丹
を
雨
が
濡
ら
し
て
い
る
。
花
の
王

と
一
言
わ
れ
る
牡
丹
も
、
大
輪
に
加
わ

る
雨
の
章
一
き
に
耐
、
え
か
ね
て
か
、
花

を
傾
け
始
め
た
よ
、
つ
で
あ
る
。

打
つ
網
に
新
樹
の
影
の
乱
れ
け
り

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
川
岸
に
袋
、
ぇ
立
つ
大
樹
が
、

噴
き
始
め
た
若
葉
の
色
を
水
に
映
し

て
い
る
。
き
っ
と
投
網
が
打
た
れ
、

一
瞬
新
樹
の
影
が
乱
れ
た
が
、
流
水
一

た
ち
ま
ち
到
っ
て
又
一
元
の
美
し
い
水

商
に
一
一
反
る
の
で
あ
る
。

初
燕
宅
急
便
を
追
越
し
て

明

神

町

白

沼

一

郎

一
叢
を
揺
ら
す
風
あ
り
雪
柳

、
水
町
間
関
野
ま
さ
い

朝
需
に
早
や
草
を
取
る
二
一
一
一
人

髭

釜

岸

根

康

四

郎

端
午
晴
そ
こ
に
雪
嶺
あ
る
却
し

髭
釜
岸
根
サ
一
弓
子

つ
〉
と
来
て
真
面
白
顔
な
る
青
鱗
場

髭

釜

川

崎

允

康

売
り
苗
の
数
に
戸
惑
ふ
日
々
と
な
り

新

町

岸

和

田

和

子

乳
母
車
ゆ
っ
く
り
押
し
て
風
薫
る

明
神
町
小
松
崎
美
代

床
の
間
の
軸
替
へ
も
し
て
春
惜
む

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

輝
き
て
木
の
芽
そ
れ
ん
¥
濃
く
薄
く

東
光
ム
口
大
川
た
か

笥
の
皮
に
稚
き
日
を
思
ふ

磯
浜
青
木
き
か
、
ぇ

夏
近
し
沖
に
潜
に
日
の
跳
ね
て

港

中

央

窓

雄

三

駈
け
し
野
の
す
か
ん
ぽ
噛
み
し
こ
と
昔

永

町

桜

井

政

士

口

雄
噛
く
や
武
蔵
御
陵
の
大
鳥
即
席

磯

浜

浅

見

道

子

浅
草
の
祭
や
し
ろ
の
静
か
な
り

角

一

前

原

青

嵐

ひ
ら
/
¥
と
花
壇
に
蝶
の
き
て
は
舞
、
中

髭

釜

稲

田

富

穂



第234号 (4)

回

明神町・東光台・ 1了8・2了忍・
汐見ヶ丘.1中町・金沢町・松ケ丘・
祝町・通りlIlJ

地域別実施日産び時間

実施地域・範

午前

6時開始

開始時間月・白

6月16日
(日H翠日)

~"\ ら

議空
暫ド
、こ与な

新町・五反83・永町・髭釜陣7
午前

6時開始

6月23日
(日E産自)

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

主
催
事
業

あおお

。。
入場※
場開
料所演日

大二一 7
洗部部月
文・. 14 
f七午今二日
セ後前官
ン 2 10乙
タ時時

大賞lIlJ全地区・松}II全地区・

夏海全地区・神山全地区

午前

6時開始

6月30日
(日曜日)

。
前
売
券
発
売
所
(
近
日
発
売
予
定
)

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

-
B
O
O
K
Q
・

7
ミ
ト
7
i
ト
き
か
げ
ん
・
坂
本
文

呉
市
柏
・
川
西
商
庖
・
モ
ン
テ
ヤ
マ
ザ

キ
大
川
商
鹿
・
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ

ニ
ュ
!
ウ
ェ
ー
ブ
・
マ
ミ
i
?
!
ト

し
ま
ち
ゅ
う
・
花
菱
楽
器
(
那
珂
湊

市
)
・
あ
か
と
ん
ぼ
(
鉾
田
町
)

。
お
問
い
合
わ
せ
先

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
町
民
会
館
)

官

伺

jil--$2442

王子成3年6fl5E1

私
達
の
住
む
町
の
環
境
を
、
私
達
一

人
一
人
の
手
で
き
れ
い
に
し
、
清
潔
で

明
る
い
健
康
な
街
づ
く
り
を
す
る
た
め

に
、
本
年
度
も
「
住
み
よ
い
き
れ
い
な

街
づ
く
り
推
進
運
動
」
を
、
次
の
と
お

り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

。
実
施
内
容

下
水
・
側
溝
な
ど
の
泥
上
げ
・
草
刈
・

散
在
し
て
い
る
空
き
缶
収
集
等
ト
ラ

ッ
ク
へ
の
積
込
み
・
町
内
に
散
在
し

て
い
る
不
法
立
看
板
の
撤
去
。

。
実
施
の
合
函

広
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
下
水
及
び
家
庭
用
消
毒
剤
に
よ
り

海
・
川
等
へ
の
被
害
が
一
部
で
て
お

り
ま
す
の
で
、
本
年
度
か
ら
消
毒
剤

水道の検針iこご協力をお願いします/
〔検針日は、毎月 1日よりフ臼まで〕

。メーターボックスの上には物を漬かない

でください。

0メーターボックスの中はときどき清掃し

てください。

、選ュoo犬は、メーターボックスから離してつな
てミ豆三y いでください。

の
配
布
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。
な
お
、
町
内
に
お
け
る

箪
刈
等
で
ど
っ
し
て
も
消
毒
剤
や
除

草
剤
を
使
用
し
た
い
場
合
は
、
左
記

へ
申
し
込
み
の
う
え
受
け
取
り
に
き

て
下
き
る
よ
う
お
潤
い
し
ま
す
。

厚
生
課
生
活
環
境
係

(
宮
町
1
5
1
1
1
内
線
的
)

申
込
期

a
6月
5
a
(
水
)
ま
で

受
渡
期
日

6
月
6
B
1
日
日
ま
で

死亡10人

出生15人

転入117人

と世帯
( 5月1日現在)

人口21，055人(+44) 

男 10，376人(+19) 

女 10，679人(+25) 

世帯数6，264人(十33)

人間欝T
「ーあなたのやる気/募集しています一「

」一一一由衛曹を毒事集一一一J
防衛庁では、二等!渥・海.~士の自衛官を募集してい

ます。採用になりますと特別国家公務員となります。

1 .受付期間 受付は、年間を通じて行っております 0

2 応募資格 18歳以上27歳未満の方。

3 給料等 0初任給 133，900円(各種手当あり)

ボーナス年 3回 (5.35ヶ月)

o衣食住無料で支給されます。
自衛隊茨城地方連絡部官 31-3315

転出78人

G 

保健センター

だより毒事

ふ。lふ71ふJι
鑑需

名

祝おJ1区
かずや

有田和弥ちゃん
( 1歳 7ヶ月)

対

ー
時
吋
∞
分

2
時
∞
分

9
昨
吋

m
山
分

日
時
日
出
分

1
時
∞
分

2
時
吋
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

l
時
∞
分

2
待
∞
分

象

名

受
付
時
間

中目

言長

成
人
病
患
者
及
び
一
般
住
民

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
っ
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
)

一
般
診
査
・
相
談

母

子

一
歳
六
ヵ
月
児
健
診

7 
/ 
休)3 

宇LI破号否
傷テ日

臥↓咳

一予
防
接
穣

i見

雪会
"~ 

生
後

μ
ヵ
月

i
総
力
R
月
の
幼
児

一
歳
六
ヵ
月
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

生
後
2
ヵ
月
1
3
ヵ
月
の
幼
児

生
後
6
ヵ
月
1
7
ヵ
月
の
幼
児

健

H.3.5.17現在

入場方法

無料

無料

隠係者

隠係者

無料

関係者

連絡先4. 

4
 

7

，
的主 催

茨城県民謡協会

日本テレピ主催

大洗町消防本部

水戸地区交通安全協会

全国ふるさと芸能振興会

日本コロムビア主催

開催日|言語始時間| 催 事 名 |開催場所

6月9日(日) I 9:∞|第15回おらが茨城の唄民話大会|ホムル
16日(汀) I 9: 00 I第14回8本民謡大賞茨城県予選会| ホール
18臼(刈 I18:∞i消紡関員教養研修会!大会議室
21日ωI 9: 00 I運転免許更新特講習会!大会議室
23日(臼) I 9: 00 Iヵラオケ大会 iホール
30日(日) I 9: 00 I吟詠コンクール|ホール
※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター怨66-2442へお問い合わせ下さい。

洗文化センター持事

「
機
能
回
復
制
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
6
月
7
日
樹

0
6
月
日
日
附

0
6
月
H
日
幽

0
6
月
四
日
閃

0
6
月
幻
日
幽

0
6
月
お
白
川
W

0
6
月

m
g幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
7
月
2
日
附
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
審
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

ガ
ン
を
治
す
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
禁
煙
と
食
生
活
の
工
夫
等
で
約
ω
%

の
ガ
ン
が
防
げ
る
だ
ろ
う
と
替
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ガ
ン
の
治
療
に
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
一
番
大
切
で
す
。
そ
こ

で
町
で
は
、
今
年
度
も
次
の
と
お
り
各
種
ガ
ン
の
集
団
検
診
を
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
お
互
い
声
を
か
け
合
っ
て
年
に
一
聞
は
必
ず
も
よ
り
の
会
場

で
受
診
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

料
金
は
全
て
無
料
で
す
。
申
し
込
み
は
、
締
切
日
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ

i
(想
以
山

1
0
1
0
)
へ。

た
だ
し
、
大
腸
ガ
ン
検
診
は
、
各
穣
検
診
会
場
及
ぴ
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申

し
込
み
と
な
り
ま
す
。

。
子
宮
ガ
ン
検
診

〆プ

7 6 6 6 6 6 6 検
月 月 月 月 月 月 月
1 I 29 28 27 26 25 24 診
日 日 日 日 日 日 日

釘
(月) lI:) 官訪 休) 附 (火) (月)

大 大 干兄 刀t 上 大 夏
洗 由、主 町一 匝7

宿大
震

梅毒薬会
町 町 松

堀害d集Zb弐t h 

角 ま碁
{呆 {呆 ケ

貫集会健 健
丘

集会
-1: 4セ

集f宅4附主E ノ、 ノ 所 戸iJT 所 所 見庁
タ タ

O
受
付
時
間

午
後
ロ
時
却
分
i
午
後
1
時
加
分

。
対
象
者

大
洗
町
民
で
叩
歳
以
上
の
女
性

O
申
込
締
切
回

6
月
比
呂
(
金
)

※
ω
歳
以
上
の
方
は
、
健
康
手
帳
を
ご

持
参
下
き
い
。
検
診
の
際
は
、
ス
カ

i
ト
を
着
用
し
て
下
さ
い
。

。
胃
ガ
ン
検
診

左
記
の
と
お
り
「
愛
の
献
血
L

を
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

7
月
6
日
出
午
前
9
時
却
分

j
午
後
3
時
却
分

場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

種
類
別
叫
採
血
、
側
副
採
血
及
び

成
分
献
血

献
血
の
で
き
る
人

年
齢
(
日
歳
i
u
m
歳
)
、
休

養
(
男
子
時
均
以
上
、
女
子

mw
旬
以
上
て
そ
の
他
当
日

血
液
の
比
重
、
血
圧
及
び
体

調
が
良
好
な
方

大
洗
町

大
洗
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

協主

賛催

場

松
山
川
集
落
セ
ン
タ

i

夏
海
上
宿
集
会
所

大
貫
角
一
集
会
所

上
宿
大
賞
集
会
所

永
町
堀
部
集
会
所

大
洗
町
営
冷
蔵
庫
前

祝
町
松
ケ
丘
住
宅
集
会
所

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

百時

O
受
付
時
間

午
前
6
時
j
午
前
8
時

O
対
象
者

大
洗
町
民
で
叫
歳
以
上
の
男
女

O
申
込
締
切
臼

6
月
抗
日
(
金
)

※
的
歳
以
上
の
方
は
、
健
康
手
帳
を
ご

持
参
下
さ
い
。
検
診
前
日
の
夕
食
以

降
は
、
飲
食
を
さ
け
て
下
さ
い
。

。
乳
ガ
ン
検
診

場

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

所

O
受
付
時
間

午
後
1
時
1
午
後
2
時

O
対
象
者

大
洗
町
民
で
叩
歳
以
上
の
女
性

O
申
込
締
明
日

7
月
3
日
(
水
)

※
ω
歳
以
上
の
方
は
、
健
康
子
棋
を
ご

持
参
下
さ
い
。
パ
ス
タ
オ
ル

(
1
枚
)

を
ご
持
参
下
さ
い
。

。
大
腸
ガ
ン
検
診

O
検
診
方
法

使
溶
血
反
応
検
査
(
検
使
検
査
)

O
検
査
容
器
配
布
日
及
び
場
所

6
月
刊
日
白
問
1
7
月
訪
日
開
ま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
各
種
ガ
ン
検
診

会
場
で
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

O
検
査
容
器
持
参
日
及
び
場
所

7
月
2
白川
w
・
3
日
制
・
幻
自
附
・

訪
日
闘
の
い
ず
れ
か
の
日
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
持
参
下
さ
い
。

O
対
象
者

大
洗
町
民
で
必
歳
以
上
の
男
女

ー
人
聞
の
歯
の

寿
命
を
考
え
る

l

私
達
人
間
の
寿
命
は
、
人
生
別
年

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

歯
の
寿
命
は
ど
、
つ
で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
の
約
半
数
は
、
永
久
歯
を

何
ら
か
の
原
因
で
失
っ
て
お
り
、
ま

た
1
本
も
自
分
の
帝
聞
が
な
い
人
は
、

出
歳
以
上
の
人
で
約
珂
%
も
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
は
、
私
達
が
健
康
で
生
活
す
る

た
め
の
栄
養
(
食
べ
物
)
を
消
化
吸

収
し
や
す
く
す
る
た
め
に
細
か
く
か

み
く
だ
い
た
り
、
人
と
話
す
時
の
発

点
目
器
官
で
あ
っ
た
り
、
美
し
い
笑
顔

に
欠
か
せ
な
い
の
も
歯
で
あ
る
と
言

う
よ
う
に
、
歯
は
大
切
な
役
わ
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。

年
を
と
る
と
共
に
歯
を
失
、
つ
の
は
、

決
し
て
老
化
現
象
で
は
な
く
、
虫
歯

や
歯
槽
膿
漏
と
畳
間
っ
た
歯
の
病
気
に

よ
る
も
の
が
、
ま
な
原
因
で
す
。

お
手
入
れ
次
第
で
、
歯
の
寿
命
も

剖
年
に
な
り
ま
す
。

一
生
潟
分
の
歯
で
食
事
す
る
た
め

の
欝
の
お
手
入
れ
法

(
6ヶ
条
)

①
ロ
の
大
き
き
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ

を
選
ぶ
こ
と
。

②
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
使
っ
て
、
横

へ
小
さ
く
動
か
し
て
磨
く
。
(
-

本
ず
つ
磨
く
つ
も
り
で
、
ま
た
歯

の
形
に
合
わ
せ
、
時
に
は
ブ
ラ
シ

を
た
て
て
毛
先
が
歯
に
よ
く
あ
た

る
よ
う
に
)

③
歯
と
歯
の
問
、
歯
と
歯
肉
の
境
い

自
も
磨
く
。

④
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

⑤
甘
い
物
は
な
る
べ
く
少
な
め
に
。

⑤
年
1
屈
は
歯
科
検
診
を
受
け
る
。

(
保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)




